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▼
特
集

　
冷
戦
期
の
住
宅
建
設
・
都
市
開
発
：

　
　
　
　
　
　
西
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

―
社
会
経
済
史
学
会
第
八
八
回
全
国
大
会

―

　

二
〇
一
九
年
五
月
一
八
日
・
一
九
日
に
青
山
学
院
大
学
を
会
場
に
社
会
経
済
史
学

会
第
八
八
回
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
一
日
目
に
、
永
山
の
ど
か
を
組
織
者

と
し
て
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
冷
戦
期
の
住
宅
建
設
・
都
市
開
発

―

西
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

―
」
を
行
っ
た
。
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

趣
旨
説
明:　

永
山
の
ど
か
（
青
山
学
院
大
学
）

報
告
１:　
　

 

芦
部　

彰
（
東
京
大
学
）

「
一
九
五
〇
年
代
～
六
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
住
宅
団

地
建
設
」

報
告
２:　
　

森
下
嘉
之
（
茨
城
大
学
） 

「
冷
戦
初
期
（
一
九
五
〇
年
代
）
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
住

宅
団
地
建
設

―
モ
デ
ル
団
地
と
し
て
の
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
都
市

開
発
に
お
け
る
包
摂
と
排
除

―
」

報
告
３:　
　

永
山
の
ど
か

「
一
九
五
〇
年
代
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
東
独
出
身
者
の
た
め
の

住
宅
建
設

―
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
事
例

―
」

コ
メ
ン
ト
１:　
　

黒
岩
い
ず
み
（
青
山
学
院
大
学
）

コ
メ
ン
ト
２:　
　

河
合
信
晴
（
広
島
大
学
）

（
司
会:

北
村
陽
子
（
名
古
屋
大
学
））

　

本
特
集
は
、
報
告
者
三
名
が
当
日
の
報
告
内
容
に
基
づ
い
て
加
筆
・
修
正
し
た
原

稿
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
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第
二
次
世
界
大
戦
後
の
西
欧
諸
国
と
東
欧
諸
国
の
経
済
社
会
を
概
観
す
る
場
合
、

経
済
成
長
の
時
期
や
長
さ
の
違
い
、
生
産
性
の
違
い
な
ど
、
数
十
年
間
の
経
緯
の
違

い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
の
団
地
に
お
け
る
縮
小
政
策
に

つ
い
て
の
研
究
が
日
本
に
お
い
て
も
な
さ
れ
、
冷
戦
後
に
お
け
る
東
西
の
相
違
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
・
住
宅
政
策
・
住
宅
建
設
に
お
い
て
、
戦
後
、

東
西
両
ド
イ
ツ
が
競
合
し
て
い
た
点
が
「
シ
ス
テ
ム
競
争
」
と
い
う
視
点
か
ら
議

論
さ
れ
て
い
る
（Thom

as G
roßbötling u. R

üdinger Schm
idt (H

rsg.), G
edachte 

Stadt - G
ebaute Stadt. U

rbanität in der deutsch-deutschen System
konkurrenz 

1945-1990, K
öln 2015

）。

し
か
し
、
住
宅
建
設
や
都
市
開
発
に
着
目
し
た
場
合
、
東
西
両
陣
営
の
主
要
諸

国
で
は
都
市
周
辺
部
や
工
業
地
域
で
公
的
な
色
合
い
の
強
い
集
合
住
宅
建
設
が
積
極

的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
数
十
年
間
を
通
じ
て
の
共
通
点
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
社
会
主
義
期
の
住
宅
団
地
を
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
社
会
主

　
　
　
　
趣
旨
説
明

永
山
の
ど
か 
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義
期
の
パ
ネ
ル
工
法
の
高
層
団
地
」
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
で
き
な
い
よ
う
な
多
様

性
が
確
認
さ
れ
る
。
多
様
性
は
西
側
陣
営
に
い
た
西
ド
イ
ツ
に
も
み
ら
れ
る
。
本
特

集
で
は
、
体
制
間
の
相
違
点
だ
け
で
な
く
共
通
点
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
制
内
の

同
質
性
だ
け
な
く
多
様
性
に
着
目
し
つ
つ
、
個
別
の
住
宅
団
地
を
対
象
に
し
て
、
そ

れ
ら
の
住
宅
団
地
が
冷
戦
特
有
の
諸
事
情
・
諸
特
徴
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
、
も
し

く
は
、
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
主
と
し
て
以
下
の
三
つ
の
視
角
か
ら

考
察
し
て
い
き
た
い
。

第
一
に
、
一
九
五
〇
年
代
と
い
う
時
代
性
へ
の
着
目
で
あ
る
。
本
特
集
の
三
論

文
が
分
析
対
象
と
す
る
の
は
主
と
し
て
一
九
五
〇
年
代
で
あ
る
。一
九
五
〇
年
代
は
、

東
西
両
陣
営
と
も
、
経
済
成
長
を
遂
げ
た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
主
義
陣
営
、

資
本
主
義
陣
営
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
・
経
済
・
社
会
体
制
の
安
定
化
・
強
化

が
目
指
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
体
制
の
安
定
化
・
強
化
は
、
住
宅
建
設
や
都
市
開
発

に
お
い
て
も
み
ら
れ
、
そ
れ
は
西
ド
イ
ツ
で
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
見
返
り
資

金
を
用
い
た
モ
デ
ル
団
地
建
設
や
、
永
山
の
論
文
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
東
ド

イ
ツ
か
ら
脱
出
し
た
人
た
ち
、
つ
ま
り
東
独
難
民
へ
の
優
遇
措
置
に
み
ら
れ
た
。
住

宅
建
設
を
通
し
て
の
体
制
の
安
定
化
は
ど
の
よ
う
に
図
ら
れ
、
そ
れ
は
、
当
時
、
同

じ
く
住
宅
不
足
に
悩
ん
で
い
た
西
ド
イ
ツ
の
一
般
住
民
と
の
ど
の
よ
う
な
利
害
の
調

整
の
も
と
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
住
宅
建
設
に
よ
る
体
制
安
定
化
・
強
化
の
一
方

で
、
芦
部
の
論
文
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
東
西
の
境
界
を
越
え
て
住
宅
団
地
の

コ
ン
ペ
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
森
下
の
論
文
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う

に
、
戦
前
に
機
能
主
義
的
建
築
を
学
ん
だ
建
築
家
が
戦
後
の
住
宅
計
画
に
関
与
し
、

そ
の
過
程
の
中
で
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
に
傾
倒
し
て
い
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
住
宅

建
設
・
都
市
開
発
を
通
し
て
一
九
五
〇
年
代
の
時
代
性
を
考
察
し
た
場
合
、
そ
こ
に

は
そ
の
前
の
時
代
の
影
響
や
東
西
の
共
通
点
が
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
、
な
ぜ
、
そ
の

よ
う
な
連
続
面
・
共
通
点
が
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
東
西
の
共
通
点
は
、
た
と
え

ば
、
一
九
五
〇
年
代
の
西
ド
イ
ツ
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
モ
デ
ル
団
地
の
間
取

り
に
も
み
ら
れ
る
。
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
西
ド
イ
ツ
の
Ｅ
Ｃ
Ａ
モ
デ
ル
団
地
事
業

で
の
住
宅
の
間
取
り
と
、
森
下
の
取
り
上
げ
る
オ
ス
ト
ラ
ヴ
ァ
・
ポ
ル
バ
団
地
を
比

較
す
る
と
浴
室
が
付
い
て
い
る
点
、
居
間
が
台
所
と
分
離
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
充

実
し
た
住
宅
設
備
に
比
べ
て
面
積
が
小
さ
い
点
に
共
通
点
が
み
ら
れ
、
居
住
に
込
め

ら
れ
た
思
い
に
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

第
二
に
、
住
宅
建
設
・
都
市
計
画
に
込
め
ら
れ
た
、
理
想
の
社
会
・
家
族
・
人

物
像
へ
の
着
目
で
あ
る
。
芦
部
の
扱
う
フ
ェ
ン
プ
ー
ル
計
画
や
、
森
下
の
扱
う
オ
ス

ト
ラ
ヴ
ァ
団
地
建
設
は
、
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
あ
る
べ
き
住
宅
像
、

あ
る
べ
き
住
民
像
、
家
族
像
が
念
頭
に
お
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
理
想
は
冷
戦
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
。
反
映
し
て
い

な
い
場
合
、そ
の
理
想
像
は
ど
の
よ
う
に
普
遍
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
永
山
の
扱
う
東
独
難
民
向
け
住
宅
は
、
モ
デ
ル
住
宅
と
し
て
で
は
な
く
、
政

府
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
援
助
の
も
と
必
要
に
迫
ら
れ
て
建
設
さ
れ
た
。し
か
し
、

東
独
難
民
の
流
入
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
一
九
五
〇
年
代
を
通
じ
て
続
い
た
た

め
、
市
当
局
の
住
宅
論
議
に
お
い
て
も
東
独
向
け
住
宅
の
供
給
の
あ
り
方
を
議
論
す

る
余
地
が
あ
っ
た
。
そ
の
議
論
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
改
善
が
試
み
ら
れ
、
理
想
が

掲
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
に
住
宅
建
設
・
都
市
開
発
と
当
時
の
社
会
・
経
済
と
の
関
係
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
国
の
経
済
政
策
・
経
済
理
念
と
い
う
点
で
は
、
森
下
の
論
文
で
と
り
あ
げ

る
団
地
建
設
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
第
一
次
五
か
年
計
画
と
密
接
に
関
係
し
、

芦
部
の
論
文
が
と
り
あ
げ
る
住
宅
計
画
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｄ
指
導
部
の
住
宅
建
設
・
都
市
計

画
の
方
針
転
換
の
後
に
練
ら
れ
た
。
当
時
の
経
済
政
策
の
方
向
性
や
そ
の
転
換
は
住

宅
建
設
・
都
市
開
発
の
計
画
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

本
特
集
で
扱
う
住
宅
建
設
が
い
ず
れ
も
公
共
的
な
要
素
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
を
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考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
住
宅
建
設
に
お
け
る
公
権
力
の
関
与
の
度
合
い
が
、
当
時
の

公
権
力
の
経
済
へ
の
関
与
の
あ
り
方
に
沿
っ
て
い
た
の
か
否
か
、
と
い
う
点
も
考
察

す
べ
き
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
本
特
集
で
は
紙
面
の
都
合
上
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
が
、一
九
五
〇
年
代
が
経
済
成
長
の
時
期
で
あ
っ
た
点
に
注
目
す
る
と
、

住
宅
供
給
の
恩
恵
を
受
け
た
住
民
が
、
経
済
成
長
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
た
の
か
、

と
い
っ
た
点
も
論
点
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

（
な
が
や
ま　

の
ど
か
・
青
山
学
院
大
学
教
授
）
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